통역하시는 선생님
１．先週の話を振り返る
ソロモンが神さまに礼拝をささげる神殿を建てる。

神殿が完成してから神さまに礼拝をささげる。ソロモンの祈りの後、天から火が降って焼き尽くす献げものといけにえをひとなめにし、主の栄光が神殿に満ちた（歴代下5～7章）

＜礼拝のための大切なポイント＞

①契約の箱（十戒が入っている、歴代下５：１０）

②罪の赦しを求める祈り

２．考える

今日の礼拝においても神の存在が現れるのか？

（天から火が降るなど。。。。）

⇒初代教会の始まり、教会の誕生と言えるペンテコステ（使徒１～２章）を考えてみよう。

旧約時代には、天から火が降り、ささげものといけにえを焼き尽くしたように、今は聖霊が降り、礼拝を導き、罪によってくじけた私たちを回復して下さるのである。それが神さまの恵みであり、神の恵みと愛に触れた私たちは勇気をもってまた一週間の生活を歩むことになる。

神殿に置く契約の箱を今はあるのか？

コリⅠ３：１６～１７から考えてみる。

罪人であった私たちが、イエス・キリストによって赦され、私たち一人一人が神殿となり、神の霊が住んでいるというのである。

旧約時代の神殿には契約の箱が置いてある。そのように私たちは、神様との約束、生きる力を与える御言葉を読み、心に刻むべきである。

３．結論

テモテⅡ４：１４～１７
聖書の言葉によって、私たちは救いの道（イエス・キリストの十字架と復活）を知ることが出来る。それだけではなく、日常生活において信仰者として生きる力が与えられる。

御言葉を大切にしよう。神さまが私たちにくださる言葉である。まずは、聖霊の導きの下で、礼拝を通してその恵みを受け、日々の生活でも読み続けること。

